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Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
は
、
愛
媛
み
か
ん
の
消
費
拡
大
活
動
の
一
環
と

し
て
、
毎
年
、
東
京
と
大
阪
の
幼
稚
園
児
約
２
万
人
を
対
象
に
、
食

育
活
動
「
は
じ
め
て
の
み
か
ん
む
き
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

幼
稚
園
で
行
わ
れ
る
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
や
園
内

行
事
の
際
に
自
分
で
み
か
ん
を
む
い
て
食
べ
て

も
ら
お
う
と
い
う
取
り
組
み
は
、
幼
稚
園
・
保

護
者
等
か
ら
も
「
子
ど
も
た
ち
に
は
貴
重
な
体

験
に
な
っ
た
」
と
好
評
で
、
今
年
で
11
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。

　

園
児
に
み
か
ん
を
む
く
楽
し
さ
や
旬
の
愛
媛

み
か
ん
の
美
味
し
さ
を
感
じ
て
も
ら
い
、
幼
い

頃
か
ら
み
か
ん
を
食
べ
る
習
慣
を
身
に
つ
け
て

も
ら
う
こ
と
が
主
眼
で
す
が
、
第
２
の
脳
と
も

呼
ば
れ
る
指
先
を
活
用
す
る
「
情
操
教
育
」
に

も
つ
な
が
る
取
り
組
み
で
す
。

　

今
年
も
、
愛
媛
み
か
ん
の
出
荷
最
盛
期
に
あ

わ
せ
、
11
月
19
日
か
ら
、
希
望
幼
稚
園
の
中
か

ら
抽
選
で
73
園
（
東
京
54
園
、
大
阪
19
園
）
の

園
児
ら
２
万
１
、１
８
８
人
に
み
か
ん
や
図
鑑
風

の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
。
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等

を
配
布
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
護
者
の
皆
さ
ん

に
対
し
て
も
、
機
能
性
健
康
情
報
の
提
供
や
幼

稚
園
児
の
健
や
か
な
発
育
に
は
果
物
が
重
要
な

役
割
を
果
た
す
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

Vol.156

は
じ
め
て
の

み
か
ん
む
き

（
東
京
・
大
阪
）

▼

豊
多
摩
幼
稚
園
（
東
京
都
新
宿
区
）
で
は
、
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
の
職
員
も
参
加
。
園
児
約
70
人
に
美
味
し
さ
・
楽
し
さ

を
Ｐ
Ｒ
。
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●2　 　〈特集〉

	 「ＪＡ総合物流」の取り組み

	 25年度から、地域の営農と生活を守る
	 「ＪＡ総合物流」に取り組んでいます！
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●7　　 統計BOX

●8　　 ふるさと  ESSAY  VOL.224
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中村　和憲さん
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●14　　 ＪＡふるさと自慢Vol.156「直売所めぐり」
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	 〜ＪＡ周桑・ＪＡおちいまばり・ＪＡ今治立花〜
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NOW  NOW  COOKING
〈今月の素材〉里芋（伊予美人）
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※『あぐり〜ど』は、「愛媛農業（Agriculture）」を「リード（Lead）
する」という意味と「心を一つにする（Agreed）」という意味を
込めています。
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私たちは「安心」を3つの視点で考えます。

○	営農と生活を支援し、元気な産地
づくりに取り組みます。

○	安全で新鮮な国産農畜産物を消費者
にお届けします。

○	地球の環境保全に積極的に取り組み
ます。

全農グループの経営理念

私たち全農グループは、
生産者と消費者を安心で結ぶ

懸け橋になります。

ホームページ
http://www.eh.zennoh.or.jp

JA全農えひめ

■JA全農えひめ「えひめの食」企画
　　　http://www.eh.zennoh.or.jp/ehimenosyoku/
　　　※「えひめの食」では、旬の農産物情報を発信しています。

◆㈱えひめ飲料　
　　　http://www.ehime-inryo.co.jp

◆JAえひめアイパックス㈱
　　　http://www.iyokkora.jp/

◆JAえひめ物流㈱
　　　http://www.jat-ehime.co.jp/

◆JAえひめフレッシュフーズ㈱　
　　　http://fresh-ranran.jp/

◆㈱ひめライス　
　　　http://www.himerice.jp/

◆JAえひめエネルギー㈱　
　　　http://www.ja-ehimeene.co.jp　



　
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
は
、
経
済
事
業
改
革

の
一
環
と
し
て
物
流
合
理
化
を
進
め
る
た

め
、肥
料
農
薬
の
広
域
物
流
に
取
り
組
み
、

平
成
15
年
度
の
南
予
物
流
セ
ン
タ
ー
を
皮

切
り
に
、
平
成
16
年
度
に
東
予
物
流
セ
ン

タ
ー
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
23
年
度

に
は
、
東
予
地
区
物
流
セ
ン
タ
ー
の
サ
ブ

し
た
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
と

県
内
Ｊ
Ａ
は
、
組
合
員
の
高
齢
化
、
リ

タ
イ
ア
に
対
応
し
た
営
農
と
生
活
を
守
る

「
Ｊ
Ａ
総
合
物
流
」
の
整
備
指
針
を
平
成

24
年
度
に
策
定
し
、
平
成
25
年
度
か
ら
、

Ｊ
Ａ
単
位
で
総
合
物
流
体
制
・
し
く
み
の

整
備
と
、
東
・
南
予
の
物
流
セ
ン
タ
ー
を

拠
点
と
し
た
広
域
運
営
に
よ
る
コ
ス
ト
低

減
・
事
業
競
争
力
強
化
を
軸
と
し
て
、
県

内
Ｊ
Ａ
、
Ｊ
Ａ
物
流
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に

「
Ｊ
Ａ
総
合
物
流
」
の
構
築
に
取
り
組
む

　

地
域
で
は
農
家
組
合
員
の
高
齢
化
や
組
合
員
の
リ
タ
イ
ア
な
ど
が
進
ん
で
お
り
、
事
業
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
組
合
員
戸
別
配

送
・
集
荷
の
整
備
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
の
買
い
物
弱
者
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
と
Ｊ
Ａ
で
は
、
25
年
度
か
ら
、
Ｊ
Ａ
単
位
で
の
物
流
整
備
と
広
域
の
物
流
セ
ン
タ
ー
を

核
と
し
た
効
率
的
な
運
営
に
よ
っ
て
、
肥
料
農
薬
等
の
生
産
資
材
だ
け
で
な
く
生
活
資
材
の
戸
別
配
送
、
米
を
は
じ
め
と
し
た

農
産
物
の
戸
別
集
荷
な
ど
“
営
農
と
生
活
を
守
る
”「
Ｊ
Ａ
総
合
物
流
」
の
取
り
組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。

拠
点
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
お
ち
い
ま
ば
り
島
嶼

部
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ

の
中
で
、
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
と
Ｊ
Ａ
の
協

同
事
業
と
し
て
銘
柄
集
約
・
予
約
積
み
上

げ
と
農
家
戸
配
送
な
ど
を
進
め
、
物
流
の

協
同
化
・
合
理
化
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
の
確

保
・
還
元
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
地
域
で
は
農
家
組
合
員
の
高
齢

化
や
組
合
員
の
リ
タ
イ
ア
な
ど
が
進
ん
で

お
り
、
肥
料
農
薬
だ
け
で
な
く
生
活
資
材

や
農
産
物
の
集
荷
等
を
含
め
た
効
率
的
な

総
合
物
流
の
整
備
が
課
題
と
な
っ
て
き
ま

農
業
の
イ
ン
フ
ラ
と

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
へ
の

貢
献
め
ざ
す

特

集

◆特集：「ＪＡ総合物流」の取り組み

25
年
度
か
ら
、
地
域
の
営
農
と
生
活
を
守
る

「
Ｊ
Ａ
総
合
物
流
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
!
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こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

取
り
組
み
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
肥
料

農
薬
の
Ｊ
Ａ
拠
点
へ
の
配
送
か
ら
組
合
員

へ
の
戸
配
送
、
二
番
目
に
米
の
庭
先
集
荷

な
ど
農
産
物
の
集
荷
業
務
、
三
番
目
に
生

活
品
等
の
買
い
物
弱
者
対
策
に
つ
い
て
順

次
進
め
て
い
き
ま
す
。

■
総
合
物
流
整
備
の
基
本
方
向

①�

営
農
と
生
活
を
守
る
総
合
的
な
組
合
員

戸
配
送
・
集
荷
便
を
Ｊ
Ａ
単
位
に
整
備

し
ま
す
。な
お
、配
送
は
物
流
セ
ン
タ
ー

に
委
託
し
、
Ｊ
Ａ
と
県
本
部
の
協
同
事

業
と
し
て
運
営
し
ま
す
。

②�

物
流
セ
ン
タ
ー
は
、
取
り
扱
い
品
目
を

肥
料
農
薬
だ
け
で
な
く
そ
の
他
資
材
、

生
活
資
材
や
農
産
物
の
集
荷
に
ま
で
拡

大
し
ま
す
。
一
方
、
Ｊ
Ａ
支
所
再
編
や

取
扱
物
量
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
肥
料

農
薬
等
の
Ｊ
Ａ
拠
点
配
送
は
効
率
化
・

合
理
化
を
め
ざ
し
ま
す
。

※�

な
お
、
農
機
部
品
と
エ
ー
コ
ー
プ
マ
ー

ク
品
（
Ｊ
Ａ
く
ら
し
の
宅
配
便
）
は
物

流
セ
ン
タ
ー
と
は
別
に
、
全
農
広
域
拠

点
か
ら
Ｊ
Ａ
拠
点
や
農
家
組
合
員
ま
で

直
送
し
ま
す
。

①「ＪＡ総合物流」の基本方向

②「ＪＡ総合物流」の仕組みづくり

地域の営農と生活を守る“総合物流”

高齢化が深刻化
組合員の高齢化、リタイア

営農・生活基盤の
維持が困難になりつつある

第１の柱：営農を守る物流

～農業のインフラ～
・資材戸配送：肥料、農薬、資材
・集荷：米や青果物の庭先集荷

第２の柱：生活を守る物流

～生活のライフライン～
・生活資材や直販所の商品等の
　戸配送：食料、生活用品

総合物流の整備

・ＪＡ単位での物流整備
　広域運営でのコスト抑制

配送便

配送拡充
効率化

集荷便

（移動購買車）

資
材
部
署

（
肥
料
農
薬
）

営
農
部
署

（
苗
、
堆
肥
）

直
販
所

（
集
荷
）

販
売
部
署

（
米
・
青
果
）

生
活
部
署

（
生
活
資
材
）

配
送
一
元
化

ＪＡ単位での配送集荷便の整備

Ｊ
Ａ
総
合
窓
口
部
署

物
流
セ
ン
タ
ー

Ｊ
Ａ
配
送
拠
点

（
資
材
・
生
活
）

Ｊ
Ａ
集
荷
拠
点

（
集
荷
場
・
直
販
所
）

生
活
拠
点

（
Ｙ
シ
ョ
ッ
プ
）

農
家
組
合
員
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当
初
は
３
Ｊ
Ａ
の
取
り
組
み
を
計
画
し

て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
に
５
Ｊ
Ａ
が

参
加
。
そ
れ
ぞ
れ
の
Ｊ
Ａ
の
状
況
や
地
域

特
性
を
踏
ま
え
て
取
り
組
み
内
容
は
Ｊ
Ａ

ご
と
に
異
な
り
ま
す
が
、
物
流
セ
ン
タ
ー

を
利
用
し
て
肥
料
農
薬
な
ど
の
営
農
資
材

や
生
活
資
材
、
米
の
庭
先
集
荷
等
農
産
物

の
集
荷
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

肥
料
農
薬
の
組
合
員
へ
の
戸
配
送
は
、

Ｊ
Ａ
総
合
物
流
に
取
り
組
む
Ｊ
Ａ
う
ま
・

Ｊ
Ａ
周
桑
・Ｊ
Ａ
お
ち
い
ま
ば
り
島
嶼
部
・

Ｊ
Ａ
ひ
が
し
う
わ
の
ほ
か
、
Ｊ
Ａ
え
ひ
め

南
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

米
の
庭
先
集
荷
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ａ
う

ま
・
Ｊ
Ａ
周
桑
に
加
え
て
、
Ｊ
Ａ
西
条
と

Ｊ
Ａ
お
ち
い
ま
ば
り
で
本
格
的
な
取
り
組

み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
Ｊ
Ａ
う
ま
で
は
、
肥
料
農
薬
・

生
産
資
材
・
生
活
資
材
の
配
送
、
里
芋
・

米
・
み
か
ん
の
庭
先
集
荷
・
配
送
な
ど

「
Ｊ
Ａ
総
合
物
流
」
の
モ
デ
ル
と
し
て
の

取
り
組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
周
桑
で
は
、
総
合
宅
配
事

業
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
設
置
し
、
検
討

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　　　

営
農
と
生
活
を
守
る「
Ｊ
Ａ
総
合
物
流
」

は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、
取
り
組
み
Ｊ
Ａ

で
は
組
合
員
・
利
用
者
へ
の
浸
透
な
ど
そ

れ
ぞ
れ
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、
農
家
組
合

員
へ
の
戸
別
配
送
に
よ
る
利
便
性
向
上
、

Ｊ
Ａ
拠
点
の
在
庫
・
配
送
合
理
化
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
か
ら
米
の
庭
先
集
荷
に
取

り
組
ん
だ
Ｊ
Ａ
で
は
集
荷
拡
大
に
向
け
て

「
米
の
出
荷
は
Ｊ
Ａ
へ
」
と
い
う
意
識
の

醸
成
と
集
荷
結
集
に
向
け
た
取
り
組
み
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
米
集
荷
と
資
材
予
約
の
推
進

を
通
じ
た
Ｊ
Ａ
利
用
結
集
効
果
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。

　

生
活
資
材
の
戸
別
配
送
の
取
り
組
み
は

こ
れ
か
ら
の
課
題
で
す
が
、
買
い
物
弱
者

対
策
と
し
て
重
要
な
取
り
組
み
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
で
は
、
取
り
組
み
５

Ｊ
Ａ
の
今
年
度
の
総
括
と
次
年
度
対
策
を

踏
ま
え
、未
取
り
組
み
の
Ｊ
Ａ
も
含
め
て
、

地
域
・
Ｊ
Ａ
の
要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う

物
流
セ
ン
タ
ー
の
機
能
・
体
制
整
備
を
進

め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
支
援
チ
ー
ム
が

各
Ｊ
Ａ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
と
連
携
・
協
力

し
て
物
流
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
た
さ
ら
な
る

取
り
組
み
拡
大
を
呼
び
か
け
、
地
域
の
期

待
に
応
え
る
「
営
農
と
生
活
を
守
る
総
合

物
流
」の
確
立
・
実
践
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　　

今
年
度
は
、
東
・
南
予
の
各
物
流
セ

ン
タ
ー
に
参
加
し
て
い
る
Ｊ
Ａ
別
に
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
を
設
置
し
、
Ｊ
Ａ
全
農

え
ひ
め
の
支
援
チ
ー
ム
も
加
わ
る
中
で
、

総
合
的
な
組
合
員
戸
配
送
・
集
荷
便
の

整
備
に
向
け
た
計
画
策
定
や
具
体
策
の

実
践
を
進
め
て
い
ま
す
。

国
産
原
料
優
先
の

充
実
ア
イ
テ
ム
で
す

物
流
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に

米
庭
先
集
荷
と
資
材
戸
配
送
等

に
取
り
組
む

総
合
的
な
組
合
員
配
送
・

集
荷
の
整
備

国
産
原
料
優
先
の

充
実
ア
イ
テ
ム
で
す

今
年
度
の
総
括
な
ど
を
踏
ま
え

さ
ら
な
る
取
り
組
み
拡
大
を
!

③物流センター広域運営の今後の方向

今後の方向

ＪＡ拠点

農家組合員

物流センター （農機）部品
センター

くらしの
宅配便

〈拡充整備〉管内の配送・集荷便整備〈拡充整備〉管内の配送・集荷便整備

〈物流センター協議会〉
肥料農薬：共同精算を継続

その他資材、生活資材、集荷：協議会を

通じて処理

ＪＡと県本部の協同運営
（肥料農薬から生活資材、集荷へ拡大）

◆特集：「ＪＡ総合物流」の取り組み
特

集
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J
A
全
農
え
ひ
め
果
実

課
は
、
今
年
も
愛
媛
み
か

ん
の
本
格
出
荷
に
あ
わ

せ
、
首
都
圏
と
関
西
地
区

で
、「
愛
媛
み
か
ん
消
費
宣
伝
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

11
月
５
日
、
愛
媛
産
早
生
み
か
ん
の
本

格
販
売
と
愛
媛
み
か
ん
消
費
宣
伝
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り
、
２
０
１
３

愛
媛
み
か
ん
大
使
４
人
と
J
A
全
農
え
ひ

め
の
岡
本
健
治
運
営
委
員
会
会
長
、
諏
訪

玄
県
本
部
長
ら
が
、
愛
媛
県
庁
に
中
村
時

広
知
事
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

み
か
ん
大
使
は
、「
生
産
者
が
丹
精
込

め
て
生
産
し
た
愛
媛
の
美
味
し
い
ミ
カ
ン

を
、
全
国
の
皆
さ
ん
に
味
わ
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
、
精
一
杯
P
R
し
て
き
ま
す
」
と

元
気
よ
く
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
臨
む
決
意
を

伝
え
、
愛
媛
み
か
ん
を
贈
呈
。
中
村
知
事

か
ら
「
今
年
の
愛
媛
み
か
ん
は
、
例
年
以

果実課

愛
媛
み
か
ん
消
費
宣
伝
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

首
都
圏
・
関
西
地
区
で
展
開
！

　

県
内
早
生
み
か
ん
が
出
揃
っ
た
11
月
７

日
に
は
、
県
内
主
産
地
と
と
も
に
東
京
・

大
田
市
場
で
初
荷
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
い
、

早
生
み
か
ん
の
出
荷
ス
タ
ー
ト
を
ア
ピ
ー

ル
し
ま
し
た
。
ま
た
、
８
日
に
は
J
R
有

楽
町
駅
前
広
場
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
行
わ
れ

た
愛
媛
県
観
光
・
物
産
P
R
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
、
９
日
に
は
「
西
銀
座
」
晴
海
通
り

側
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で
、
愛
媛
み
か
ん
を
約

１
万
人
に
サ
ン
プ
リ
ン
グ
（
１
人
３
個
を

無
料
配
布
）。
こ
の
ほ
か
、
マ
ス
コ
ミ
訪

問
活
動
や
店
頭
販
促
活
動
を
精
力
的
に
行

い
ま
し
た
。

　

J
A
全
農
え
ひ
め
は
、
４
月
14
日
「
オ

レ
ン
ジ
デ
ー
」
を
「
愛
を
深
め
る
」
記
念

日
と
し
て
定
着
さ
せ
、
新
た
な
需
要
を
掘

り
起
こ
し
販
売
拡
大
に
つ
な
げ
よ
う
と
、

今
年
も
11
月
３
日
「
み
か
ん
の
日
」
か

ら
４
月
14
日
ま
で
、「
オ
レ
ン
ジ
ロ
ー
ド
」

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
取
り

組
み
は
、
柑
橘
の
消
費
拡
大
に
向
け
て
、

「
愛
の
シ
ン
ボ
ル
」
で
あ
る
オ
レ
ン
ジ
を
、

「
オ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
ま
で
の
記
念
日
ご
と

に
季
節
の
旬
の
柑
橘
を
贈
り
合
う
こ
と

で
、愛
を
育
み
深
め
て
い
く
道
の
り
で
す
。

今
年
も
、
県
内
J
A
と
一
体
と
な
っ
て
、

温
州
み
か
ん
や
次
々
と
旬
を
迎
え
る
愛
媛

産
か
ん
き
つ
の
消
費
拡
大
と
「
オ
レ
ン
ジ

デ
ー
」
の
定
着
に
向
け
、
全
国
に
呼
び
か

け
て
い
き
ま
す
。

上
に
糖
度
が
高
く
酸
も
低
い
の
で
、
高
評

価
が
得
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
昨
年
産
の

（
愛
媛
み
か
ん
の
）
価
格
は
全
国
平
均
よ

り
１
割
ほ
ど
高
か
っ
た
が
、
今
年
は
皆
さ

ん
の
力
で
２
割
ほ
ど
高
く
な
る
よ
う
期
待

し
て
い
ま
す
。
消
費
宣
伝
活
動
の
先
頭
に

立
っ
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
さ

れ
ま
し
た
。

愛
媛
み
か
ん
消
費
宣
伝
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

今
年
の
愛
媛
み
か
ん
消
費
宣
伝
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
は
、11
月
３
日
の
「
み
か
ん
の
日
」

を
前
に
、11
月
２
日
の「
レ
イ
ン
ボ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
会
場
で
、「
オ
レ
ン
ジ
ロ
ー

ド
」
ス
タ
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
そ
の

後
、
11
月
７
日
～
11
月
11
日
ま
で
、
首
都

圏
と
関
西
地
区
で
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動

を
展
開
し
ま
し
た
。

▲中村知事を表敬訪問

▲�愛媛県観光・物産PRイベントで愛媛みかんをしっかりPR

▲東京・大田市場で初荷セレモニーを開催
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上
昇
し
て
い
る
た
め
、
大
幅
な
値
上
げ
要

求
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
複
合
肥
料
メ
ー

カ
ー
か
ら
は
、
重
油
、
包
装
資
材
の
値
上

り
な
ど
に
よ
る
製
造
諸
経
費
の
値
上
げ
要

求
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
J
A
全
農
は
、
秋
肥
価

格
の
値
上
げ
を
受
け
て
農
家
経
営
状
況
が

ま
す
ま
す
厳
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
訴

え
、
窒
素
質
肥
料
の
原
料
コ
ス
ト
と
複
合

　

土
壌
診
断
に
も
と
づ
い
た
適
正
施
肥
を

強
化
し
て
い
く
た
め
、「
ト
ー
タ
ル
ア
グ

リ
ー
ド
事
業
」
の
取
り
組
み
と
し
て
「
担

い
手
に
対
す
る
無
償
土
壌
診
断
」
を
継
続

し
て
い
き
ま
す
。

②�　

低
成
分
肥
料
お
よ
び
四
国
地
区
低
コ

ス
ト
配
合
肥
料
の
普
及
拡
大

　

低
成
分
肥
料
「
し
あ
わ
せ
化
成
」
や
四

国
地
区
低
コ
ス
ト
配
合
肥
料「
い
ざ
な
み
・

農
援
隊
」
へ
の
銘
柄
集
約
を
進
め
ま
す
。

③�　

省
力
型
施
肥
技
術
の
普
及
推
進

　

被
覆
肥
料
な
ど
の
肥
効
調
節
型
肥
料
に

よ
る
基
肥
一
発
肥
料
や
、
局
部
施
肥
法
な

ど
の
普
及
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

④　

物
流
合
理
化
の
推
進

　

物
流
コ
ス
ト
削
減
を
目
指
し
、
地
区
物

流
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し
た
新
た
な
総
合
物

流
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

⑤　

安
価
な
国
内
未
利
用
資
源
の
活
用

　

鶏
糞
燃
焼
灰
等
、
地
域
で
発
生
す
る
安

価
な
国
内
未
利
用
資
源
を
肥
料
原
料
と
し

た
低
コ
ス
ト
肥
料
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

⑥　

肥
料
原
料
の
安
定
確
保

　

平
成
25
年
度
は
、
J
A
全
農
が
出
資
し

た
瓮
福
紫
金
化
工
股
份
有
限
公
司
（
中

国
）
か
ら
J
A
全
農
の
リ
ン
安
輸
入
量
の

約
20
％
相
当
の
４
万
5
、0
0
0
ト
ン
を

輸
入
し
、
一
層
の
肥
料
原
料
安
定
確
保
と

調
達
コ
ス
ト
の
抑
制
に
努
め
ま
す
。

　

J
A
全
農
は
、メ
ー
カ
ー

各
社
と
交
渉
を
行
い
、
平

成
25
肥
料
年
度
春
肥
（
11

～
５
月
）
の
肥
料
供
給
価

格
を
決
め
ま
し
た
。

　

価
格
交
渉
の
経
過
と
結
果
の
概
要

　

尿
素
な
ど
の
窒
素
質
肥
料
メ
ー
カ
ー
か

ら
原
料
の
ナ
フ
サ
・
L
N
G
の
コ
ス
ト
が

肥
料
の
製
造
諸
経
費
の
値
上
げ
要
因
に
つ

い
て
、
メ
ー
カ
ー
の
合
理
化
努
力
で
極
力

吸
収
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、

国
産
尿
素
に
つ
い
て
は
輸
入
尿
素
以
上
の

引
き
下
げ
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
海
外
原
料
に
つ
い
て

は
、
円
安
要
因
は
あ
る
も
の
の
、
直
近
の

弱
含
み
の
国
際
市
況
を
最
大
限
反
映
し
、

尿
素
を
３
・
９
％
の
値
下
げ
、
リ
ン
安
も

値
下
げ
と
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
加
里
質

肥
料
は
円
安
と
山
元
価
格
値
上
げ
の
要
因

が
あ
り
値
上
げ
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
平
成
25
肥
料
年
度
春
肥

（
11
～
５
月
）
価
格
は
、
表
１
（
品
目
別

決
定
内
容
）
の
と
お
り
決
着
し
ま
し
た
。

高
度
化
成
一
般
（
オ
ー
ル
15
）
は
、
前
期

（
25
肥
秋
肥
）
対
比
０
・
５
％
の
値
下
げ
と

な
っ
た
も
の
の
、
加
里
質
肥
料
等
が
値
上

げ
と
な
る
た
め
、
緩
効
性
高
度
化
成
や
複

合
肥
料
の
成
分
に
よ
っ
て
値
上
げ
と
な
る

銘
柄
が
あ
り
ま
す
。

　

J
A
全
農
の
対
応

　

J
A
全
農
は
、
以
下
の
施
肥
コ
ス
ト
抑

制
銘
柄
の
開
発
・
普
及
、
お
よ
び
省
力
型

施
肥
技
術
の
普
及
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

今
後
も
さ
ら
に
そ
の
取
り
組
み
を
強
化
し

ま
す
。

①�　

土
壌
分
析
・
診
断
に
も
と
づ
く
適
正

施
肥
の
実
施

平
成
25
肥
料
年
度
春
肥
価
格
が

決
定
し
ま
し
た
。

肥料
農薬課

表１　平成25肥�春肥�価格決定内容
（対県向け価格） （単位：円/20㎏、％）

分類 品　目 成　分
決定内容

変動率

窒
素
質

尿 素（ 輸 入 ） 46 ▲3.9

尿 素（ 国 産 ） 46 ▲4.5

硫 安（ 大 粒 ） 21 ▲3.7

硫 安（ 粉 ） 21 ▲4.4

塩 安 25 ▲3.9

石 灰 窒 素 21 0.0

燐
酸
質

過 石 17 ▲1.3

重 過 石 34 ▲1.3

重 焼 燐 35 ▲1.2

加
里
質

塩 加 60 2.7

硫 加 50 4.5

珪 酸 加 里 20 0.8

複
合
肥
料

高度化成（一般） 15−15−15 ▲0.5

高度化成（機能・被覆尿素入） 14−14−14 ▲0.4

PKセーブ488 14−8−8 ▲0.6

普 通 化 成 8−8−5 ▲1.4

有 機 化 成 8−8−8−3 0.3
※ＪＡ・農家向け供給価格の変動率とは一致しません。
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7

が
国
の
耕
地
面
積
は
、
工
場
用

地
、
道
路
、
宅
地
等
へ
の
転
用
や

耕
作
放
棄
等
に
よ
る
か
い
廃
の
た
め
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
今
月
は
全
国
及
び
愛

媛
県
の
平
成
25
年
耕
地
面
積
を
み
て
い
き

ま
す
。

　

平
成
25
年
７
月
15
日
現
在
の
全
国
の
耕

地
面
積
（
田
畑
計
）
は
４
５
３
万
７
、０
０
０

ha
で
、
宅
地
等
へ
の
転
用
や
耕
作
放
棄
に

よ
り
荒
地
に
な
っ
た
こ
と
等
に
よ
り
、
前

年
に
比
べ
て
１
万
２
、０
０
０
ha
（
０
・

３
％
）
減
少
し
ま
し
た
。
田
畑
別
に
み
る

と
、
田
は
２
４
６
万
５
、０
０
０
ha
、
畑
は

２
０
７
万
２
、０
０
０
ha
で
、
前
年
に
比
べ

て
そ
れ
ぞ
れ
４
、０
０
０
ha
（
０・
２
％
）、

８
、０
０
０
ha
（
０・４
％
）
減
少
し
ま
し
た

（
図
１
）。

　

愛
媛
県
の
耕
地
面
積
（
田
畑
計
）
は

５
万
２
、１
０
０
ha
で
、
主
に
耕
作
放
棄

に
よ
り
荒
地
に
な
っ
た
こ
と
等
か
ら
前

年
に
比
べ
て
５
０
０
ha
（
１・
０
％
）
減

少
し
ま
し
た
。
田
畑
別
に
は
、
田
は

２
万
３
、７
０
０
ha
、
畑
は
２
万
８
、４
０
０

ha
で
、
前
年
に
比
べ
て
そ
れ
ぞ
れ
１
０
０

ha
（
０・
４
％
）、
４
０
０
ha
（
１・
４
％
）

減
少
し
ま
し
た
。
ま
た
、
田
畑
別
に
み

た
面
積
割
合
は
、
田
が
45
・
５
％
、
畑
が

54
・
５
％
で
、
畑
の
種
類
別
は
普
通
畑
が

12
・
２
％
、
樹
園
地
が
42
・
０
％
、
牧
草

地
が
０・４
％
と
な
っ
て
い
ま
す
（
図
２
）。

　

昭
和
50
年
か
ら
本
年
ま
で
の
愛
媛
県

の
耕
地
面
積
の
推
移
を
み
る
と
、
全
体
で

３
万
１
、４
０
０
ha
（
37
・
６
％
）
減
少

し
ま
し
た
。
田
畑
別
に
み
る
と
、
田
が

１
万
９
０
０
ha
（
31
・
５
％
）、
畑
が

２
万
５
０
０
ha
（
41
・
９
％
）
そ
れ
ぞ

れ
減
少
し
ま
し
た
。
ま
た
、
畑

の
種
類
別
に
は
、
普
通
畑
が
１
、

９
８
０
ha
（
23
・
７
％
）、
樹
園

地
が
１
万
８
、３
０
０
ha
（
45
・

我愛
媛
県
は
田
よ
り
畑
が
多
く
、

耕
地
の
４
割
は
樹
園
地

昭
和
50
年
か
ら
の
38
年
間
で

38
％
の
耕
地
が
減
少
（
愛
媛
県
）

図１　耕地種類別面積割合（全国）

牧草地
61万1,100ha
13.5％

樹園地
2万1,900ha
42.0％

平成25年
耕地面積

453万7,000ha
（100.0％）

田
246万5,000ha
54.3％

普通畑
116万1,000ha
25.6％

樹園地
29万9,500ha
6.6％

図２　耕地種類別面積割合（愛媛県）

普通畑
6,360ha
12.2％

牧草地
196ha
0.4％

畑
2万8,400ha
54.5％

畑
207万2,000ha
45.7％

田
2万3,700ha
45.5％

平成25年
耕地面積
５万2,100ha
（100.0％）

５
％
）、牧
草
地
が
１
６
５
ha
（
45
・
７
％
）

そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
て
い
ま
す
（
図
３
）。

　　

農
業
生
産
を
行
っ
て
い
る
担
い
手
の
高

齢
化
や
後
継
者
不
足
、
耕
作
放
棄
地
の
増

加
な
ど
で
、
５
年
後
、
10
年
後
の
展
望
が

描
け
な
い
集
落
・
地
域
が
増
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
農
林
水
産
省
で
は
、「
人
と

農
地
の
問
題
」
を
解
決
す
る
た
め
、
地
域

農
業
の
こ
れ
か
ら
を
み
ん
な
で
話
し
合
っ

て
決
め
る
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
作
成

を
推
進
し
て
い
ま
す
。「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
新
規

就
農
者
対
策
、
農
地
集
積
対
策
等
の
様
々

な
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※�

統
計
数
値
に
つ
い
て
は
、
四
捨
五
入
の
た
め
、

合
計
と
内
訳
の
計
が
一
致
し
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

中
国
四
国
農
政
局

松
山
地
域
セ
ン
タ
ー
農
政
推
進
グ
ル
ー
プ

全国の耕地面積は453万7,000ha
－平成25年耕地面積（７月15日現在）調査結果の概要から－

図３　田・畑種類別耕地面積の推移（愛媛県）

畑（樹園地）

畑（牧草地）

畑（普通畑）
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資料：農林水産省統計部『作物統計調査』

資料：農林水産省統計部『作物統計調査』

資料：農林水産省統計部『作物統計調査』



E
S S AY 224Vol.

料理研究家＆食育アドバイザー。愛媛県立松山南高等学校、上
智大学を経て地元松山に戻り、当時家業であったキッチン用品
の代理店を営む。アフターサービスとして独自に始めた料理教
室が評判を呼び、マスコミ取材をきっかけに南海放送の情報番
組「レンジの達人」にレギュラーで出演。その後、人気情報番
組「おかデリ」の人気料理コーナーなどを通算11年以上担当。
TV・ラジオ・イベント出演や料理監修、フードコーディネート
を広くこなす。県内外で食育・人権・子育て・男女共同参画な
どの講演多数。学校や地域の食育活動にも長年にわたり積極的
に取り組む。料理のレパートリーは味噌作り等保存食作りまで
幅広い。また、作曲家としてミュージカル音楽などにも関わる。
「一人ひとりの今、そして未来を輝かせるために」の思いを持っ
て様々な活動に取り組む。
◆社会活動◆
松山市小中学校PTA連合会顧問・松山市立雄新中学校PTA会長。
松山市立双葉小学校PTA顧問・松山市青少年育成市民会議副会
長・松山市人権啓発講師。愛媛県男女共同参画ロールモデル・
公益財団法人愛媛県学校給食会理事。愛媛大学教育学部非常勤
講師・子ども未来プロジェクト代表など。

台
所
は

み
ん
な
の
幸
せ
を
作
る
場
所

　
「
み
ん
な
台
所
っ
て
何
を
作
っ
て
い
る
と

こ
ろ
だ
と
思
う
？
」
小
学
校
で
の
講
演
で

子
ど
も
た
ち
に
尋
ね
る
と
「
ご
は
ん
で
す
。」

と
元
気
な
声
が
返
っ
て
き
ま
す
。「
そ
う
だ

ね
。
じ
ゃ
あ
お
い
し
い
も
の
を
い
た
だ
く
と

き
、
幸
せ
だ
と
思
う
人
？
」
全
員
元
気
に
手

が
挙
が
り
ま
す
。「
ほ
ら
、
台
所
は
み
ん
な

の
幸
せ
を
作
っ
て
い
る
場
所
だ
よ
。」
そ
の

瞬
間
、
輝
く
子
ど
も
た
ち
の
顔
を
見
な
が
ら

毎
回
私
も
幸
せ
な
気
持
ち
に
包
ま
れ
ま
す
。

　

豊
か
な
時
代
に
な
っ
て
、
昔
に
比
べ
る
と

食
べ
物
が
私
た
ち
の
口
に
届
く
ま
で
の
物
語

が
見
え
に
く
く
な
り
ま
し
た
。
都
心
の
小

学
生
に
先
生
が
「
野
菜
は
ど
こ
で
で
き
ま
す

か
？
」
と
尋
ね
る
と
「
ス
ー
パ
ー
の
横
の

倉
庫
で
す
。」
と
い
う
答
え
が
返
っ
て
き
た
、

と
い
う
時
代
。
け
れ
ど
そ
れ
も
無
理
も
な
い

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
、
愛
媛
は
そ
の

点
と
て
も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
田
ん
ぼ
や
畑

を
身
近
に
見
な
が
ら
日
々
の
生
活
を
送
れ
る

こ
と
は
子
ど
も
た
ち
の
心
を
豊
か
に
育
ん
で

く
れ
る
自
然
の
風
景
で
す
。
日
本
の
こ
の
美

し
い
自
然
の
景
観
を
作
っ
て
き
た
の
は
農

業
。
初
夏
の
麦
畑
に
感
動
し
た
り
、
棚
田
を

美
し
い
と
感
じ
た
り
す
る
心
は
、
何
千
年
も

か
け
て
日
本
人
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
刻
ま
れ
た
も
の

な
の
で
し
ょ
う
。

　

一
昔
前
ま
で
「
あ
る
も
の
で
済
ま
せ
る
」

の
が
日
常
の
食
事
で
し
た
。
お
米
、
そ
し
て

季
節
ご
と
の
自
然
の
恵
み
で
あ
る
野
菜
、
果

物
、
魚
介
類
。「
日
頃
が
粗
食
だ
っ
た
の
で

ご
馳
走
が
い
た
だ
け
る
お
祭
り
や
お
正
月
が

と
て
も
楽
し
み
だ
っ
た
。」
と
、
ご
年
配
の

方
々
か
ら
よ
く
お
聞
き
し
ま
す
。
季
節
の
行

事
、
お
祝
い
、
お
も
て
な
し
の
食
卓
に
並
ぶ

そ
ん
な「
材
料
を
走
り
回
っ
て
集
め
た
＝

イ
コ
ー
ル『

ご

馳
走
』」
に
は
そ
れ
だ
け
で
み
ん
な
を
喜
ば

せ
て
あ
げ
た
い
と
い
う
真
心
が
溢
れ
て
い
ま

す
。
食
卓
に
並
ぶ
ま
で
の
様
々
な
そ
の
物
語

が
人
の
心
に
感
動
を
呼
び
、笑
顔
が
広
が
り
、

会
話
に
花
が
咲
き
、
集
う
も
の
全
て
を
心
の

つ
な
が
り
で
結
ん
で
く
れ
る
。
食
卓
は
人
の

心
を
繋
ぐ
場
所
で
す
。

　

さ
て
、本
来
私
た
ち
が
食
べ
る
も
の
は「
風

土
」
が
決
め
て
い
ま
す
。
風
、
土
、
水
、
光

…
そ
の
風
土
で
生
き
て
い
く
上
で
必
要
な
食

べ
物
を
用
意
し
て
く
れ
て
い
る
、
そ
れ
が
自

然
の
偉
大
さ
で
す
。「
風
土
」
＝

イ
コ
ー
ル「
フ
ー
ド

KAZUNORI NAKAMURA中村和憲
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ん
だ
な
」
と
感
動
し
、
数
ヶ
月
か
か
っ
て

味
噌
に
な
る
ま
で
の
物
語
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
学
校
で
小
学
生
の
子
ど
も
た
ち
と
味
噌

作
り
を
す
る
と
歓
声
が
あ
が
り
、
毎
年
本
当

に
お
い
し
い
お
味
噌
が
出
来
上
が
り
ま
す
。

「
一
汁
三
菜
」
こ
れ
も
ま
た
素
晴
ら
し
い
日

本
文
化
な
の
で
す
。

　

食
べ
物
は
全
て
「
命
」。
私
た
ち
は
食
べ

物
の
命
を
い
た
だ
い
て
自
分
の
命
に
変
え

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に

「
野
菜
も
生
き
て
い
る
ん
だ
よ
。」
と
話
す
と

え
っ
？
と
い
う
顔
を
す
る
こ
と
も
。「
じ
ゃ

あ
、
台
所
で
玉
ね
ぎ
や
お
芋
か
ら
芽
が
出
た

の
を
見
た
こ
と
あ
る
人
？
」
と
尋
ね
る
と
多

く
の
子
ど
も
が
手
を
あ
げ
ま
す
。「
命
に
溢

れ
て
い
る
か
ら
芽
が
出
る
ん
だ
よ
。
野
菜
が

い
た
ん
で
し
ま
う
の
も
生
き
て
い
る
か
ら
寿

命
が
あ
る
っ
て
い
う
こ
と
な
ん
だ
よ
。」
と
。

　

私
は
「
言
葉
を
持
た
な
い
ひ
と
つ
ひ
と
つ

の
命
あ
る
も
の
」
を
誰
か
が
代
弁
し
て
あ
げ

な
け
れ
ば
、
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
私
た
ち

の
命
は
命
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
伝
え
続
け
て
い
ま
す
。

　
「
い
た
だ
き
ま
す
」
は
命
に
感
謝
の
言
葉
。

無
駄
な
く
お
い
し
く
い
た
だ
き
た
い
で
す

ね
。
一
つ
一
つ
の
食
べ
物
が
持
つ
物
語
、
そ

れ
を
育
て
る
人
の
ス
ト
ー
リ
ー
、
そ
れ
ら
を

使
っ
て
食
卓
を
作
る
人
の
物
語
、
そ
し
て
い

た
だ
く
人
々
の
物
語
を
つ
な
い
で
い
く
と

き
、「
台
所
が
み
ん
な
の
幸
せ
を
作
る
場
所
」

な
ら
、農
業
は
「
幸
せ
の
種
を
蒔
い
て
い
る
」

命
と
文
化
の
源
で
す
。

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ち
な
み
に
坂
本
竜
馬
は
１

日
に
ご
飯
を
７
合
食
べ
て
い
た
そ
う
で
、
そ

れ
は
限
ら
れ
た
お
か
ず
で
い
た
だ
い
て
い
た

か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、「
ご
飯
（
お
米
）」

を
た
く
さ
ん
食
べ
て
い
た
昔
の
方
々
は
本
当

に
お
元
気
で
し
た
。
米
に
は
主
食
と
し
て
の

素
晴
ら
し
い
生
き
る
力
が
宿
っ
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
欧
米
で
は
主
食
、
副
食
と
い
う
明

確
な
分
類
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
は
20
年
来
味
噌
を
手
作
り
し
て
い
ま
す

が
、
糀
と
塩
を
混
ぜ
る
と
き
、「
あ
あ
、
こ

れ
が
『
手
塩
に
か
け
る
』
っ
て
い
う
こ
と
な

（
食
べ
物
）」。
本
当
は
切
り
離
せ
な
い
も
の
。

先
祖
代
々
、
こ
う
し
た
伝
統
食
を
ず
っ
と
食

べ
て
現
代
の
私
た
ち
に
命
を
繋
い
で
く
れ
ま

し
た
。
私
達
人
間
も
自
然
界
の
一
部
で
あ
る

こ
と
を
思
う
と
き
、
本
来
は
食
文
化
は
急
激

に
変
わ
り
す
ぎ
て
は
い
け
な
い
、
必
ず
ど
こ

か
心
と
体
に
歪
が
き
ま
す
。「
食
事
」
は
「
人

を
良
く
す
る
事
」
と
書
く
よ
う
に
、
お
な
か

を
満
た
す
だ
け
が
食
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

心
を
培
う
の
も
ま
た
食
事
。
さ
ら
に「
健
康
」

と
い
う
視
点
か
ら
も
「
伝
統
食
を
大
切
に
す

る
」
こ
と
は
体
作
り
、
健
康
の
土
台
作
り
に

▲子どもたちと味噌作り
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　ＪＡ全農えひめ野菜花卉課は、11月12日、平
成25年産冬春野菜出荷協議会を開き、レタス・
冬春きゅうり・いちごなど主力７品目の販売基
本方針を決めました。
　栽培面積は、加工業務用を中心に前年比
159％となったキャベツなど４品目が前年を上
回り、全体では前年比103％の208.4haを見込ん
でいます。共販量は、全体では4,943ｔ（前年比
114％）を見込んでいます。
　なお、市場からは、各品目とも、栽培面積・
出荷量の拡大と期間を通じた安定出荷、適期収
穫、的確な産地情報の発信、ＪＡ・個人間の品
質格差是正などの要望が出されました。
　販売基本方針では、①企画販売等多元的販売
の強化、②消費宣伝活動の強化、③安全・安心
への取り組みをあげています。
　多元的販売強化では、市場流通を基本にパー
トナー市場と連携をさらに強化し、量販店等実
需者販売、惣菜・外食等の加工・業務販売など
販売ルートの拡充により、長期安定単価の確保

をめざします。加工業務用キャベツは新規販路
拡大を図ります。厳寒期の不安定な出荷が予想
される中、愛媛チームとしてロットを確保し、
販売先を見据えた分荷・販売を行います。品目
別に「目標単価」を設定し、企画販売比率の向
上により有利販売をめざします。今年産企画販
売計画は、冬春野菜販売全体の９％＝１億9,087
万円（38企画）です。

●平成25年産　冬春野菜出荷協議会

共販量は前年比114％・4,943ｔを計画

　ＪＡ全農えひめ果実課は、11月７日、松山市
のＪＡえひめ中央平田経済センターで「紅まど
んな選果目あわせ会」を開きました。
　「紅まどんな」は、商標権をＪＡ全農が所有。
愛媛県で育成された品種「愛媛果試第28号」の
中で、糖度・酸などＪＡ全農えひめの定める品
質基準をクリアし、県内ＪＡが出荷するものに
限り商標使用を認めています。12月の贈答用商
品として高い評価を受け、年々浸透しています
が、品質重視による「味本位」の高級果実とし
てブランドを維持するため＝品格・価格に見
合った商品を提供していくため、昨年に続き目

あわせ会を開きま
した。
　目合わせ会では、
ＪＡの販売・選果
担当者らに、出荷
要領と選果基準を
具体的に説明し、
基準の遵守・徹底
を呼びかけました。
　25年産紅まどんなは、面積が前年比127％の
143.4ha、生産量は前年比134％の1,225トンを見
込んでいます。

●紅まどんな選果目あわせ会

品質重視の出荷で「紅まどんな」ブランド確立を！

　ＪＡ全農えひめ生活資材課と県内ＪＡは、12
月末まで『秋期石碑予約推進キャンペーン』を
実施しています。こうした中、11月15日～17日
の３日間、見比べて納得して購入していただこ
うと、今年も松山市石手寺前の㈱イフイ本社特
設会場で「ＪＡ石碑大展示予約会」を開きました。
　会場では、良質で厳選された「大島石」など
各種石碑を豊富に取り揃えた他、完成時の形
がイメージできるよう納骨舞台を含めたセット
墓、特別価格品や現品奉仕品、お買い得な墓石

と仏壇のセット品、
来場記念品やご成
約プレゼントなど
を設定して展示販
売しました。展示
会期間中は、県内
各地から来場があ
り、目標・前年実
績を上回る95件・
１億1,766万円の実績をあげました。

●ＪＡ石碑大展示予約会

目標・前年を上回る実績でした

平成25年産　冬春野菜出荷計画 （単位：ha、トン、％）

品　目 平成25年産出荷計画 前年比（％）
面　積 共販量 面　積 共販量

ブロッコリー 56.6 374.5 111 115
白 ね ぎ 16.1 243.8 106 113
レ タ ス 47.3 1,184.8 105 120
冬春きゅうり 21.0 1,270.1 95 103
い ち ご 31.9 1,134.0 96 104
ほうれんそう 19.1 146.9 74 91
キ ャ ベ ツ 16.4 588.9 159 186

合　計 208.4 4,943.0 103 114
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　ＪＡ全農えひめと愛媛県果樹研究同志会・愛
媛県女性果樹同志会は、平成25年度「早生みか
ん果実コンクール」を開催しました。
　県内から89点の出品があり、果実の外観と糖・
酸のバランス等を基準に審査の結果、愛媛県知
事賞に西川正則さん（ＪＡにしうわ）が決まり
ました。その他の入賞者は次の皆さんです（カッ
コ内はＪＡ名・敬称略）。
◇全農愛媛県本部長賞＝渡部正義（おちいまば
り）◇愛媛県果樹研究同志会長賞＝稲垣憲定（に
しうわ）◇愛媛県女性果樹同志会長賞＝松下定
彦（えひめ南）◇優良賞＝西川晴喜（えひめ南）、
広瀬文洋（同）、山本薫（愛媛たいき）、宇都宮

治忠（にしうわ）、松田
治（同）
　なお、入賞果実９点の
果実は、糖度がすべて12
度以上、平均糖度13度、
クエン酸0.9と食味良好で
した。
　入賞・出品果実は、10
月24日、「みかん研究所
参観デー」会場で展示し
ました。

　伊予市下吾川のＪＡえひめアイパックス㈱
ファーマーズマーケットいよっこらは、10月20
日、第５回「子ども野菜の絵コンクール表彰
式」を開き、年長部門で金賞を受賞した岡本彩
希ちゃん（＝写真・からたち幼稚園）など入賞
者全員に賞状と肉・野菜の詰め合わせを贈って
表彰しました。
　なお、出品作品は、11月19日～20日の「いよっ
こら秋の大収穫祭」から11月10日まで展示され
ました。

●平成25年度早生みかん果実コンクール

県知事賞に西川正則さん（ＪＡにしうわ）

●第５回「子ども野菜の絵コンクール表彰式」

年長部門金賞に岡本彩希ちゃん

▲県知事賞を受賞した西川
さんの「宮川早生」

▲かぼちゃを描いて金賞を受賞した岡本彩希
ちゃん

　ＪＡ全農えひめ野菜花卉課は、11月18日、冬
春花き出荷協議会を開き、夏秋期品目の販売報
告と冬春期品目の出荷計画・販売方針を協議し
ました。
　夏秋期のシンテッポウユリは数量が前年比
74％の61万8,449本、単価が前年比104％の82円。
夏秋期品目全体では数量前年比89％、単価前年
比100％、金額は前年比89％でした。
　冬春品目（11月～５月）は、オリエンタルユ
リが50万2,500本、デルフィニウムは前年並み
の28万7,500本の販売を計画。
　販売基本方針では、産地間の連携強化による
拠点市場への長期継続出荷体制の強化と需要期

の数量確保・注文対応、品質向上・均一化に向
けた取り組み強化、市場・花店ニーズに合った
出荷形態の推進、イベント等を通じたPR活動
強化によるブランド強化・地位確立、などに取
り組みます。

●平成25年産　冬春花き出荷協議会

安定供給と需要に対応できる出荷体制めざす
平成25年産  冬春花卉主要品目出荷計画  （単位：ａ、本、％）

品　目
平成25年産出荷計画 前年比（％）

面　積 共販量 面　積 共販量

オリエンタルユリ 347 502,500 87 102

デ ル フ ィ ニ ウ ム 146 287,500 96 100

ユ ー カ リ 1,728 594,600 100 88
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　東温市の農産物直売所「ＪＡグリーンえひめ」
は、10月25日～10月27日の３日間、「秋の収穫祭」
を開催しました。
　期間中は、10月26日に先着30組の親子を対象
に「芋掘り無料体験会」、出荷会員の皆さんが
店頭でとれたてサツマイモの「ふかし芋販売」
や「芋炊きのお接待」など日替わりで多彩なイ
ベントを行ったほか、お買い得企画商品が人気
を集めました。「ひめとん」（『ふれ愛・媛ポー
ク』キャラクター）、「ひめ丸」（伊予牛「絹の味」
キャラクター）などの着ぐるみも登場してイベ

ントを盛り上
げ、期間中は
生産者と消費
者の交流を深
めました。
　収穫祭とは
別に、今年も
東温市の南吉
井保育所の園
児36人が10月30日に芋掘り体験を楽しみました。

●ＪＡグリーンえひめ収穫祭

芋掘り体験など「収穫祭」で交流深める

▲収穫祭で「大きい芋がとれた」と歓声！  

　ＪＡ全農えひめ畜産部は、11月７日、神戸市
中央卸売市場西部市場で、第52回愛媛県肉畜見
本市共励会を開きました。
　31頭の黒毛和種が出品され、最優秀賞首席に
は大塚久寿さん（ＪＡにしうわ）の出品牛が選
ばれました。
　今回の格付成績は、５等級と４等級以上が29
頭で全体の93.5％を占め、そのうち月齢28 ヶ月
以上で日本格付協会が示す規格Ａ・Ｂ４等級で
BMS№７番以上の神戸市場限定出荷「愛」ブ
ランドが17頭出るなど好成績をおさめました。
セリでは、平均㎏単価2,093円で前年を225円上

回りました。
　その他の共
励会受賞者は
次の皆さんで
す（敬称略・
カッコ内はＪ
Ａ名）。▽最
優秀賞次席＝
仙波行利（新
居浜市）▽優秀賞首席＝宮本正義（にしうわ）
▽同次席＝桜田咲盛（愛媛たいき）▽同３席＝
山内荘陸（ひがしうわ）

●第52回愛媛県肉畜見本市共励会

最優秀賞首席は大塚久寿さん（ＪＡにしうわ）

　㈱ひめライスは、11月11日、「ひめライス50
周年記念新米プレミアムキャンペーン」抽選会
を行い、山本健吾社長らが１万5,043通の応募
の中から当選者700人を選びました。
　キャンペーン期間中は、テレビCM放映や店
頭ポスター掲示、新米コーナー設置や試食宣伝
活動を通じて愛媛の新米シーズン到来をPRし、
県内産米の消費拡大とブランド力強化に取り組
みました。応募者からは、「50周年おめでとう。

ずっとひめライ
スです」「地元
の食材が一番安
心できる」「県
外の息子に送っ
ています」など
の声が多く寄せ
られました。

●ひめライス50周年記念新米プレミアムキャンペーン抽選会

当選者700人選ぶ！
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●第22回愛媛農林水産賞
ＪＡおちいまばりが優秀賞受賞

●えひめスイーツコンテスト2013 
県内産かんきつ等を使ったスイーツが勢ぞろい

ＪＡえひめフレッシュフーズ㈱松山ＧＰセンターが
10月29日、県HACCPに認証！

今回は５周年特別企画として、アマチュア部門・
学生部門の優秀作品が商品化される予定です。

第１号です。
　県HACCPは、食品への異物混入や食中毒な
ど防止のため、施設の衛生管理・保守点検、従
業員の衛生教育等の管理手法が一定水準以上の
施設を愛媛県が認証するものです。

　愛媛県の農林水産業の振興や発展に功績の
あった個人・団体を表彰する『第22回愛媛農林
水産賞』の表彰式が、10月23日松山市の愛媛新
聞社で行われ、ＪＡおちいまばりが優秀賞を受
賞しました。
　同ＪＡは、「はれひめ」の産地化に取り組み、「瀬
戸の晴れ姫」と名付けてブランド化を展開。マ
ルチ栽培の推進など高品質果実安定生産に努め
るとともに、糖度12度以上のブランド品質基準
を設けるなど市場が求める高品質果実の出荷体
制を構築。青果以外にジュースやゼリーなど加
工品にも統一ブランドデザインを使用するなど、
ブランド化の取り組みが高く評価されました。

　愛媛県産農産物を使った新たな「えひめスイー
ツ」を創出する「えひめスイーツコンテスト
2013」（主催：えひめ愛フード推進機構・愛媛新
聞グループ、共催：ＪＡ全農えひめ）の最終審
査が、10月24日に行われました。
　コンテストは、プロ部門（生菓子部門39件・
お土産スイーツ部門30件）69件、アマチュア部
門34件、学生部門150件の応募があり、最終審査
は書類審査を通過した各部門７～８点を審査員
が試食・審査の結果、各賞が決まりました。プ
ロの生菓子部門は、山下比登美さん（パティス
リーミカンカフェ）の「アグリューム～愛媛の
恵み～」が、グランプリに輝きました。なお、

　ＪＡえひめフレッシュフーズ㈱松山GPセン
ター（本社＝松前町）が、10月29日、食の安全・
安心を確保するため設けられている愛媛県食品
自主衛生管理認証制度（県HACCP〈ハサップ〉）
に認証されました。鶏卵個別包装施設では認証

▲優秀賞受賞のＪＡおちいまばり関係者（中央＝黒川
俊継代表理事理事長）

▲「アグリューム～愛媛の恵み～」
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ＪＡふるさと自慢

直売所めぐりvol.156 総集編 東予Ⅱ

　

今
春
１
・
６
倍
の
広
さ
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
農
産
物
か

ら
加
工
品
、
精
肉
、
鮮
魚
ま
で
扱
う
「
周
ち
ゃ
ん
広
場
」。

幅
２
ｍ
の
広
々
と
し
た
通
路
に
、
隅
々
ま
で
見
渡
せ
る
レ
イ

ア
ウ
ト
で
、
ゆ
っ
た
り
と
買
い
物
が
楽
し
め
ま
す
。
Ｊ
Ａ
周

桑
管
内
は
県
内
屈
指
の
農
業
地
帯
、
加
え
て
古
く
か
ら
の

柿
産
地
。
贈
答
用
の
柿
を
は
じ
め
、
新
春
に
は
完
熟
の
イ

チ
ゴ
「
紅
ほ
っ
ぺ
」
が
登
場
し
、
ア
ム
ス
メ
ロ
ン
が
初
夏
を

告
げ
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
が
通
年
出
荷
と
、
１
４
０
個
の
平
台

に
１
、０
０
０
人
を
超
え
る
出
荷
者
の
四
季
折
々
の
豊
か
な

農
産
物
が
山
積
み
で
す
。
夏
に
は
地
元
の
ト
マ
ト
を
ぜ
い
た

く
に
使
っ
た
周
ち
ゃ
ん
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ミ
ー
ト
ソ
ー
ス
が
新

発
売
さ
れ
、そ
の
レ
ト
ロ
な
味
わ
い
に
人
気
急
上
昇
中
で
す
。

　

植
木
や
花
木
、
野
菜
苗
、
盆
栽
な
ど
は
増
築
し
た
別
棟
の

「
お
花
売
場
」
へ
。

　

買
い
物
途
中
の
ひ
と
休
み
は
新
設
の
カ
フ
ェ
で
。
地
元
の

旬
の
フ
ル
ー
ツ
を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
が
人
気
で
す
。

今治ＩＣ

今治湯ノ浦ＩＣ

東予丹原ＩＣ

いよ小松北ＩＣ

今
治
小
松
自
動
車
道

今治

伊予桜井

壬生川

N

笠松山▲

立花元気市 郷店

★ さいさいきて屋
★

周ちゃん広場 ★

★国民休暇村★国民休暇村

今治ＣＣ★今治ＣＣ★

本谷公園★本谷公園★

興隆寺★興隆寺★

今治市

西条市
東予港

196

【広域map】

▲手前は増築の「お花売場」

▲カレーの野菜も地元産

▲カフェ

▲見通しがきく店内

▲�周桑平野を代表するあたご柿と、横野柿

周ちゃん広場 〜ＪＡ周桑〜周ちゃん広場 〜ＪＡ周桑〜

●℡／0898-76-2022

●営／９：00～17：30

●休／１月１～４日

●住／西条市丹原町池田290

●URL／http://www.ja-syuso.or.jp/syuchan/

●その他の店舗／田野女性部ふれあい直販所

インフォメーション
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ＪＡふるさと自慢

直売所めぐりvol.156 総集編 東予Ⅱ

　

今
治
市
立
花
地
区
は
今
治
市
の

市
街
地
で
、
家
屋
や
商
業
施
設
が

立
ち
並
ぶ
中
に
田
畑
が
共
存
す
る

興
味
深
い
地
域
で
す
。
そ
ん
な
Ｊ
Ａ

今
治
立
花
管
内
の
熱
意
あ
る
生
産

者
に
支
え
ら
れ
て
い
る
「
立
花
元

気
市
」
は
園
地
と
直
売
所
の
距
離

が
殊
更
に
近
く
、
と
れ
た
て
の
元

気
な
野
菜
が
並
び
ま
す
。
冬
場
は

白
芽
、
赤
芽
の
各
種
里
芋
を
は
じ

め
と
す
る
鍋
料
理
に
お
す
す
め
の

野
菜
も
ひ
と
揃
い
。
な
か
で
も
特
筆

す
べ
き
は
「
鳥
生
れ
ん
こ
ん
」
で
す
。

約
１
０
０
年
の
歴
史
を
誇
る
色
が

白
く
て
、
甘
み
と
粘
り
と
シ
ャ
キ
ッ

と
し
た
食
感
の
、
日
持
ち
の
す
る

高
品
質
な
レ
ン
コ
ン
で
す
。
土
つ
き
な
の
は
鮮
度

を
長
持
ち
さ
せ
る
工
夫
で
す
。
地
元
愛
を
い
っ
ぱ

い
詰
め
込
ん
だ
「
鳥
生
れ
ん
こ
ん
焼
酎�

卯
三
郎
」

も
販
売
し
て
い

ま
す
。

　

お
せ
ち
料
理

に
縁
起
の
い
い

レ
ン
コ
ン
料
理

と「
卯
三
郎
」焼

酎
で
、
新
し
い

年
の
幕
開
け
を

祝
っ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ

う
。

　

Ｊ
Ａ
お
ち
い
ま
ば
り
管
内
の
島
あ

り
、
山
あ
り
、
平
野
あ
り
の
広
く
て

豊
か
な
大
地
の
実
り
が
一
堂
に
集
う

「
さ
い
さ
い
き
て
屋
」
の
売
り
場
面

積
約
１
、９
０
０
㎡
に
は
品
目
ご
と
に

ま
と
め
ら
れ
た
季
節
の
野
菜
が
て
ん

こ
盛
り
で
す
。
農
産
物
以
外
の
精
肉
、

鮮
魚
類
も
地
元
今
治
産
に
こ
だ
わ
っ

て
い
ま
す
。
お
客
様
に
安
心
で
安
全

な
農
畜
産
物
を
提
供
す
る
こ
と
に
と

ど
ま
ら
ず
、
出
荷
者
で
あ
る
生
産
者

に
利
益
を
還
元
し
て
い
く
こ
と
を
と

て
も
大
切
に
考
え
て
い
ま
す
。
規
格

外
や
売
れ
残
り
も
活
用
し
よ
う
と
食

堂
や
キ
ッ
チ
ン
ス
タ
ジ
オ
で
は
新
た

な
「
食
」
を
提
案
、開
発
し
て
い
ま
す
。

「
Ｓサ

イ
Ａ
Ｉ�

Ｓサ

イ
Ａ
Ｉ�

Ｃカ

フ

ェ

Ａ
Ｆ
Ｅ
」
で
は

イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
フ
ル
ー
ツ
ケ
ー

キ
に
く
ぎ
づ
け
に
な
り
ま
す
。
旬
の

食
材
が
見
事
に
調
理
さ
れ
た
セ
ル
フ

食
堂
「
彩さ

い

菜さ
い

食
堂
」
の
バ
ラ
エ
テ
ィ

あ
ふ
れ
る
メ
ニ
ュ
ー
に
も
目
を
見
張

り
ま
す
。
買
っ
て
楽
し
い
、

食
べ
て
う
れ
し
い
、
豊
か

な
食
の
世
界
へ
と
誘
っ
て

く
れ
ま
す
。

▲店内風景。冬場は柑橘色に染まる

▲

夏場におススメの「はれひめ」
の加工品セット。「はれひめ」は
爽やかな甘さと、まろやかな食感
が特徴のしまなみ育ちの愛媛みか
ん。高糖度などの基準値をクリア
したものはブランド「瀬戸の晴れ
姫」として販売している

さいさいきて屋 〜ＪＡおちいまばり〜

立花元気市 郷店 〜ＪＡ今治立花〜

さいさいきて屋 〜ＪＡおちいまばり〜

立花元気市 郷店 〜ＪＡ今治立花〜

●℡／0898-33-3131
●�営／９：00～19：00（１～３月は18：00）
●休／１月１～３日
●住／今治市中寺279-1
●�URL ／ http://www.ja-ochiima.or.jp/

●℡／0898-32-2355
●営／９：00～20：00
●休／１月１～２日

●�その他の店舗／彩菜�今治店（Ａコープ
いまばり愛彩店内）、こうてや（Ａコー
プおおにしアシスタ内）、旬の市（Ａコー
プ波方店内）、しんせん市場（Ａコープ
吉海店内）

●�住／今治市郷本町1-2-15　ＪＡ今治立花くみあ
いマーケット郷店内
●�その他の店舗／立花元気市鳥生店（ＪＡ今治立
花くみあいマーケット鳥生店内）

インフォメーション

インフォメーション

▲�「S
サ イ

AI�S
サ イ

AI�C
カ フ ェ

AFE」では生でもおいしい厳選フ
ルーツがこんなにぜいたくなケーキに！

▲緑の旗が目印「立花元気市」

▲レンコンは美容と健康と長寿にもおススメ

▲�「鳥生れんこん焼酎�卯三郎」は
レンコン特有のほのかな甘い香り
とさっぱり味

▲キュウリだけでもこのボリューム ▲「彩菜食堂」のメニューカウンター
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R E A D E R S 通 信

編 集 後 記
今月の
クイズ

長
年
よ
く
勉
強
し
て
い
る
か
ら
上
手
で
す
ね
」
と
孫
た

ち
に
い
つ
も
ほ
め
ら
れ
、
ま
た
調
子
に
乗
っ
て
「
次
は

何
を
作
っ
て
送
ろ
う
か
」
な
ん
て
考
え
な
が
ら
い
つ
も

楽
し
く
農
業
に
励
ん
で
い
ま
す
。

	
	

（
西
条
市
・
高
橋　

千
代
美
さ
ん
）

●
河
上
た
ず
み
さ
ん
の
エ
ッ
セ
ー
を
読
ん
で
、
意
欲
的
に

農
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。「
生

き
が
い
」、
素
晴
ら
し
い
や
り
が
い
を
見
つ
け
頑
張
ら

れ
て
い
る
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

	
	

（
今
治
市
・
渡
部　

愛
子
さ
ん
）

●
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る
レ
イ
ン
ボ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
に
今
年
も
で
か
け
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
店
が
出
て

い
て
、
ミ
カ
ン
や
柿
、
お
餅
も
で
き
た
て
で
、
た
く
さ

ん
買
っ
て
帰
り
ま
し
た
。
大
勢
の
人
で
友
達
も
び
っ
く

り
し
て
い
ま
し
た
。
お
天
気
も
良
く
、
農
家
直
送
で
み

な
さ
ん
と
て
も
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
来
年
も
楽
し

み
に
し
て
お
り
ま
す
。

	

50
年
位
前
の
知
事
さ
ん
が
名
付
け
親
の
Ｐ
Ｏ
Ｍ
ジ
ュ
ー

ス
。
毎
年
楽
し
み
に
ジ
ュ
ー
ス
を
飲
ん
だ
り
、
東
京
の

妹
に
も
送
っ
て
と
て
も
喜
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
覚

え
や
す
い
名
前
で
す
ね
。
９
月
に
発
売
さ
れ
た
新
製
品

「
Ｐ
Ｏ
Ｍ
ポ
ン
オ
・
レ
」
も
ま
た
、
覚
え
や
す
い
名
前

な
の
で
、
有
名
に
な
り
ま
す
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

	
	

（
松
山
市
・
武
智　

セ
ツ
子
さ
ん
）

●
い
つ
も
楽
し
く
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
リ
ー
ダ
ー
ズ
通
信

を
一
番
に
読
ま
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
私
も
切
手
代

の
い
ら
な
い
ハ
ガ
キ
が
あ
っ
て
ラ
ッ
キ
ー
で
す
。

	
い
つ
も
近
藤
明
美
さ
ん
の
や
さ
し
い
タ
ッ
チ
の
言
葉
に

心
が
和
み
ま
す
。
家
庭
愛
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き

ま
す
。
通
信
で
の
出
会
い
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
、

お
互
い
に
み
な
さ
ん
元
気
で
過
ご
し
た
い
で
す
ネ
。

	
	

（
西
条
市
・
白
木　

泰
子
さ
ん
）

●
大
好
き
な
西
条
祭
り
も
終
わ
り
ま
し
た
。
お
米
の
収
穫

が
終
わ
り
一
息
つ
い
た
と
こ
ろ
で
、
秋
祭
り
が
や
っ
て

く
る
。
こ
の
時
こ
そ
、
若
者
も
、
壮
年
も
老
人
も
一
緒

に
な
っ
て
、「
ヨ
イ
ト
サ
…
、
ヨ
イ
ト
サ
…
」
と
声
を

か
け
な
が
ら
祝
う
行
事
で
、
１
年
を
通
じ
て
交
流
の
場

と
し
て
最
高
の
日
、
幸
福
な
日
。
こ
の
気
持
ち
を
こ
れ

か
ら
の
農
作
業
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
で
す
。
イ
チ
ゴ

栽
培
に
毎
日
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

	
	

（
西
条
市
・
近
藤　

明
美
さ
ん
）

●
10
月
号
の
特
集
「
ひ
め
ラ
イ
ス
の
取
り
組
み
」
で
は
、

お
米
に
対
す
る
情
勢
変
化
や
ひ
め
ラ
イ
ス
50
年
の
歴

史
、
今
後
の
取
り
組
み
等
が
わ
か
り
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、「
ひ
め
ラ
イ
ス
」
に
愛
着
が
湧
い
て
き

ま
し
た
。

	

あ
る
ク
イ
ズ
で
ゲ
ッ
ト
し
た
１
枚
の
“
お
米
１
㎏
引
換

券
”。
１
㎏
と
い
う
小
袋
は
ど
こ
の
ス
ー
パ
ー
に
も
な

く
て
、
半
ば
あ
き
ら
め
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
以

前
に
は
な
か
っ
た
ス
ー
パ
ー
に
あ
っ
た
の
で
す
。
ひ
め

ラ
イ
ス
新
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
無
洗
米
で
す
。
５
年
間
も

そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
引
換
券
が
や
っ
と
日
の
目
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

	
	

（
西
条
市
・
松
木　

さ
と
み
さ
ん
）

●
「
ひ
め
ラ
イ
ス
」
の
販
売
拡
大
・
強
化
を
め
ざ
す
心
意

気
は
評
価
し
ま
す
が
、
政
府
は
近
い
将
来
、
減
反
政
策

を
中
止
す
る
と
発
表
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
は
ど
の
よ
う

に
対
応
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？

	

農
業
は
国
の
基
幹
産
業
だ
と
思
い
ま
す
が
、
年
々
従
事

者
が
減
少
し
て
い
る
の
は
憂
慮
す
べ
き
事
態
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
日
本
農
業
に
ど
の
よ
う
に

影
響
す
る
の
か
、
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
ほ
し
い
。

	
	

（
伊
方
町
・
中
村　

博
道
さ
ん
）

●
統
計
Ｂ
Ｏ
Ｘ
を
読
ん
で
。
新
規
就
農
者
は
年
々
減
少
傾

向
に
あ
る
よ
う
で
、今
後
の
農
業
の
こ
と
を
考
え
る
と
、

不
安
な
結
果
で
す
。
私
も
勤
め
て
い
る
の
は
Ｊ
Ａ
で
す

が
、家
が
非
農
家
な
の
で
土
地
も
知
識
も
あ
り
ま
せ
ん
。

私
の
よ
う
な
人
に
は
、
新
し
く
始
め
る
と
な
る
と
、
よ

り
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
が
な
け
れ
ば
、
な
か
な
か
続
け
る

こ
と
も
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

	
	

（
松
山
市
・
中
平　

寛
子
さ
ん
）

●
ふ
る
さ
と
エ
ッ
セ
ー
「
ワ
ク
ワ
キ
ド
キ
ド
キ
第
二
の
人

生
」
を
読
み
終
え
る
や
、
何
か
ほ
ほ
え
ま
し
く
、「
よ

く
や
る
、
す
ご
い
」
と
独
り
言
を
言
い
な
が
ら
、
あ
ま

り
に
も
よ
く
似
た
私
の
よ
う
な
方
も
い
る
も
の
な
ん
だ

…
。
私
も
昔
は
８
年
間
庄
内
小
学
校
に
勤
務
し
楽
し
く

子
ど
も
た
ち
と
過
ご
し
、
退
職
後
は
バ
イ
ト
で
測
量
の

仕
事
を
し
た
り
会
社
や
自
然
相
手
の
農
園
に
勤
め
な
が

ら
日
曜
日
は
主
人
の
仕
事
を
手
伝
っ
た
り
…
。
農
園
で

得
た
こ
と
は
「
周
ち
ゃ
ん
広
場
」
の
出
荷
を
楽
し
ん
だ

り
、家
庭
に
入
っ
て
も
大
変
い
い
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

	

お
芋
さ
ん
が
今
年
は
上
手
に
で
き
ま
し
た
。
何
度
も
孫

た
ち
に
送
っ
て
あ
げ
ま
し
た
。
焼
き
芋
に
す
る
と
日
本

一
お
い
し
い
そ
う
で
す
。「
や
っ
ぱ
り
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

ク
イ
ズ
に
正
解
し
た
方
の
中

か
ら
抽
選
で
、
図
書
カ
ー
ド

１
、０
０
０
円
分
を
10
名
様
に
さ
し
あ
げ
ま
す
。

プ
レ
ゼ
ン
ト

10
月
号
の
答
え
は
「
Ｐ
Ｏ
Ｍ
ポ
ン
オ
・
レ
」
で
し
た
。

た
く
さ
ん
の
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

厳
正
な
抽
選
の
結
果
、
次
の
10
人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
１
、０
０
０
円

分
を
お
送
り
し
ま
す
。

阿
部　

德
子
さ
ん
（
今
治
市
）　　

橋
本　

基
次
さ
ん
（
伊
方
町
）

松
尾　

紀
子
さ
ん
（
西
条
市
）　　

井
上
久
仁
子
さ
ん
（
四
国
中
央
市
）

竹
田　

真
彦
さ
ん
（
松
山
市
）　　

渡
部　

奏
美
さ
ん
（
松
山
市
）

越
智
小
夜
奈
さ
ん
（
西
条
市
）　　

国
安　

裕
子
さ
ん
（
八
幡
浜
市
）

村
越
久
美
子
さ
ん
（
今
治
市
）　　

竹
中
由
香
里
さ
ん
（
西
条
市
）

当
選
者
発
表

締　

切　

り

平
成
26
年
１
月
16
日
（
当
日
消
印
有
効
）

発　
　
　

表
「
あ
ぐ
り
〜
ど
」
２
月
号
で
発
表
し
ま
す
。

折
り
込
み
ハ
ガ
キ
に
ク
イ
ズ
の

答
え
と
本
誌
に
対
す
る
ご
意

見
・
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
の
上
、
ご
郵
送
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法★「オレンジロード」の集大成

として、ＪＡ全農えひめは４
月14日の「オレンジデー」に
向けて様々なイベントを開催
しました（７ページで紹介）。
この他にオレンジデーに合わ
せてイベントを実施する百貨
店も出てくるなど、徐々にで
はありますが、記念日として
浸透しつつあります。また各
種媒体からＪＡ全農えひめに
問い合わせも入っており、「オ
レンジデーといえば愛媛＝柑
橘」といったイメージも定着
しつつあるようです。
　リーダーズ通信内のイベント
情報コーナーへの情報提供を
お願いします	 （正直）

Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
で
は
、
今
年
も
11
月
3
日
か
ら
4

月
14
日
ま
で
「
愛
の
オ
レ
ン
ジ
ロ
ー
ド
」
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。
11
月
3
日
と
12
月
3
日
は
何
の

日
で
し
ょ
う
か
？

「
○
○
○
の
日
」

★農の風景では、「はじめての
みかんむき」を紹介しました。
　東京・大阪地区限定ではあり
ますが、毎年約２万人の幼稚
園児に愛媛みかんを配り、今
年で11年目。単純計算で約22
万人が「みかんむき」を経験
し、「愛媛みかん」の名前と
美味しさを感じてくれていま
す。愛媛県内で実施している
わけでもないので目にふれる
こともなく、決して派手なイ
ベントではありませんが、こ
うした地道な消費宣伝活動も
また、「愛媛みかん」とファ
ンづくりを支えています。
	 	 （正直）
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〈材料・６人分〉　　※1人あたり約225kcal
里芋	 小６個（約300ｇ）
ツナ	 １缶（70ｇ）
米	 ２合
水	 450㏄
塩	 小さじ1/2
薄口醤油	 大さじ１
青ネギ	 １本

〈作り方〉
①　里芋は皮をむいてくし型に切り、耐熱皿に並
べてレンジ（600Wで５分）にかける。豚バラ
肉は４㎝幅に切る。
②　フライパンに油を熱し、豚バラ肉を炒め、里
芋を加えて炒め、Ⓐを合わせて加え、ゆすりな
がら絡める。
③　皿に盛り、千切りにした大葉と、紅生姜、ゴ
マを散らす。

里芋の味噌炒め 里芋ご飯ジャーマン里芋

〈作り方〉
①　里芋は皮をむき、５㎜くらいの輪切りにして
水にさらす。

②　ニンニクとタマネギはスライス、ベーコンは
１㎝幅、パセリはみじん切りにする。

③　フライパンにサラダ油とニンニクを入れて、
弱火にかけ、ゆっくりと炒めて油にニンニクの
香りをうつし、里芋を加えて蓋をする。

④　③の里芋に火が通れば、タマネギとベーコン
を加えて炒め、仕上げにバターを入れ、塩・コ
ショウで味を調える。

⑤　皿に盛り、パセリを散らす。

〈作り方〉
①　米は洗って水を切っておく。
②　里芋は皮をむき、1.5㎝の角切りにする。
③　炊飯器に①と②とツナと分量の水、調味料を
入れて炊く。

④　炊き上がれば、ひと混ぜする。
⑤　茶碗によそい、小口切りにしたネギを盛る。

〈材料・４人分〉　　※1人あたり約300kcal
里芋	 400ｇ
豚バラ肉（スライス）	 200ｇ
　味噌	 大さじ３
　砂糖	 大さじ２
　ダシ	 大さじ３
大葉	 適量
紅生姜	 適量
白ゴマ	 適量
油	 少々

〈材料・４人分〉　　※1人あたり約148kcal
里芋	 400ｇ
タマネギ	 1/2個
ベーコン	 ２枚
ニンニク	 １カケ
サラダ油	 大さじ１
バター	 小さじ２
塩	 少々
コショウ	 少々
パセリ	 少々

指導／学校法人愛媛学園　（愛媛調理製菓専門学校）大西　望先生

▲

（
左
）
ジ
ャ
ー
マ
ン
里
芋
、（
後
方
）
里
芋
の
味
噌
炒
め
、（
右
）
里
芋
ご
飯

Ⓐ

きめの細かい白いお肌で、粘りは強く、
ホクホク甘い、それは素敵な美人さん！

今月の素材

里芋（伊予美人）

NOW NOWCOOKING
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この冊子は再生紙を使用しています。

環境に配慮した植物油インキ
を使用しています。
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